
和文露訳の問題点（3）  

連体修飾表現の翻訳法についての試論（その2）－＊  

高 橋 健一郎  

はじめに：「外の関係」とは   

前稿「和文露訳の問題点（2）一連体修飾表現の翻訳法についての試論（その1）  

－」（『文化と言語』第71号）では、日本語の連体修飾表現のうち、「基本型修  

飾表現」の「内の関係」に焦点を当て、その露訳について考察した。本稿では、  

「内の関係」にも適宜言及しつつ、「外の関係」を中心的に扱う1。   

前稿でも触れたように、日本語学においては「外の関係」について様々な立  

場があり、その分類に関しても意見が一致していないが、本稿では「内容補充  

修飾」と「相対名詞修飾」、「付随名詞修飾」の3つに分類する2。  

1．内容補充修飾  

内容補充修飾とは、例えば「田中さんが結婚する（という）噂」（一本の下線  

は連体節、二重下線は主名詞を表す、以下同様）のように、連体節が主名詞の  

内容を説明しながら修飾するものである。このタイプは日本語学においても分  

妬Iヰ扱わつて・－ヒ ヱJ．さ  「ト鈷一′もIJ ’ヨヒ上」一∧ナrl－1一′†三1J 「，・ 、 ■ ．肌．。．1ト可、、し」1．「－′．・、十川し仏、J巴仰即こ工旬刑官lこいっ」ヤ・lこめ」で枯ぷ  

＊本研究は平成21年度札幌大学研究助成制度による研究の成果の一部である。  
1「内の関係」、「外の関係」については前稿（高橋2009）を参照のこと。  
2寺村（1975－78）は「外の関係」を「．ら、つうの内容補充」と「相対的補充」の2つに分けてお  
り、前橋（高橋2010）でもそのように記したが、ここでは「相対的補充」を「相対名詞修飾」  
と「付随名詞修飾」に分けて考える。この分類自体に関しては、日本語記述文法研究会宙（2008）  
が本稿の立場に近い。  
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「トイウ修飾表現」、「トノ修飾表現」が可能であるものに限定する3。   

また、日本語の内容補充修飾の主名詞には主に①「言語表現・思考・認識・  

心情を表す名詞」（質問、説明、発言、伝言、話、噂、知らせ、批判、意見、提  

案、予想、想像、印象、感想、思い、疑問、懸念、心配、危倶、願望、期待、  

予感、意志、決心、信念、気分、意識、記憶、喜び、嬉しさ、悲しみ、怒り、  

あせり、不安…）と②「事柄を表す名詞」（事実、出来事、事件、騒ぎ、状態、  

事情、原因、理由、目的、計画…）がある。   

ロシア語の内容補充修飾は、表現形式としては、主にqTO節やqTO6bI節など  

により接続される場合、疑問文がつく場合、動詞不定形が主名詞に直接つく場  

合がある。日本語で内容補充修飾節をとれる主名詞であっても、ロシア語では  

そう表現できない場合もあり、その対応は必ずしも単純ではない。具体例を挙  

げよう。  

1．1接続詞リTOによる修飾表現   

ロシア語では基本的に、内容を表す接続詞qTOによって従属節を接続するパ  

ターンが多く見られる。  

（1）彼が死んでしまうという思い：ML｝lCJIL），LITOOHyMPeT  

（2）彼女が結婚したという噂：CJlyXM，LITOOHaBLIⅢJla3aMy）Ⅸ  

（3）私たちが嫌われているという印象：BneLlaTJleHMe，LITOHaCHeHaBII朋T  

匝）彼が正しいという結論：3aKJlrOLleH14e，tlTOOHⅢPaB  

（5）彼が犯人であるという説明：06－bflCHeHHe，LITOoHBIⅢOBeH  

（6）ファイルが見つからなかったというメッセージ：C006叫eHl朋㍉HTO＝e  

y7IaJIOCE＞Ha如Ⅵ中a銘刀  

（7）彼女が死んだという知らせ：M3BeCTMe，tlTOoHayMePJIa  

（8）我々が辛抱強くなるべきという意見：MHeHl伯，りTO MbI月OJlXHもⅠ  

3「内の関係」でも「トイウ修飾表現」が見られる場合はある（日本語記述文法研究会編2008：  
65－67）。なお、「トイウ修飾表現」、「トノ修飾表現」については前稿を参照のこと。また、  
日本語では「トイウ」や「トノ」が必須の場合とそうでない場合があるが、その間題につい  
てはここでは按わない。  
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6t，lTb Tepr［eJIt4BもIMH  

（9）すべてうまくいくという信念  BePa，tlTOBCe6yneTXOPOluO  

OO）息子に会えるという期待：HeAe〉lⅥa，LITOyBHEHTCbIHa  

（11）これはただの偶然にすぎないという疑い：COMHeHHe，tlTO3TOBCerO  

JlltLIJhAeJlOCJTytl  

㈹ このプログラムは前のバージョン用であるという警告：nPe月ynPe）lく月eHlle，  

tlTOrIPOrPaMMaⅢPeAHa3HaTleHa几几汀IIPeJIhI月y叫e鏑BePCHH  

O3）この見学は行くに値しないという予感：nPeALlyBCTBMe，tlTOHeCTOHT  

eXaTt・Ha 3Ty3ⅩCKyPC伍IO  

㈹ 愛されているという自信  yBePeHHOCTb，tlTOTe6月JI106月T  

PaJ）OCTb，LITOoHBePHyJIC兄3JIOPOBLIM4  ㈹ 彼が無事に帰ってきたという喜び   

㈹ 彼が競争に勝ったという事実：中aJq，LITOoHBhIHIl）aJICOPeBIlOBaHHe  

07）お金が無いという理由で：IlOnPMLIMHe，LITOHeTEeHer5  

㈹ 何かが起こるという危惧：OnaCeHHe，LITOtITO－TOCnytIHTC兄6  

1．2 接続詞リTO6blによる修飾表現   

主名詞によっては、qTO節ではなく、qTO6もl節をとるものがある。主に要求、  

目的、願望などを表すものである。  

舶）私がここに残るようにという要求  TPe60BaHMe，tlTO6b川OCTaJIC兄  

3月eCb  

¢ゆ 私たちの音楽をみんなに知ってもらうという目的  叩汀帖，叫TO6bl  

′■ヽ  ▼▼■ヽ▼▼▼′ヽ▼▼  一 一【■▼■、▼▼－■■■ ‾－▼‾‾‾ ‾ ‾ ‾  
）11・▲▲一－∫11u∫Jt＞▲久しJndJl¶l上引J⊂   

4「喜び」のような感情を表す主名詞をもつ表現は「付随名詞修飾」とも解釈可能である。  
5「お金が無いという理由」と「お金が無い理由」の違いに注意が必要である。前者は「お  
金が無い」が理由そのものであるのに対し、後者は「お金が無いことの」理由である。後者  
のタイプは本稿では「付随名詞修飾」に分類する。なお、後者はロシア語では例えばnPl椚HHa，  
not7eMyHeTJleHerなどと表現される。  
6「危惧」を表す名詞（onaceHHe，60E3Hhなど）ははかにもtrT・06hIHeやKaK6t，IHeという  
接続表現をとる場合もある。  
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伽 夢がかなってはしいという願い：XeJlaHMe，LITO6L）lMetITaC6hIJIaCh  

㈲ 私がそれに参加するという必要性：HeO6xo月日MOCTb，りTO6bl兄  

ytIaCTBOBaJIB3TOM  

1．3 動詞の不定形   

これまで、qTOないしqTO6bIという接続詞によって導かれる節の例を列挙し  

てきたが、ロシア語の特徴として、動詞の不定形を主名詞に直接つけるという  

例も挙げられる7。この場合ロシア語では「節」を構成しないが、しかし日本  

語との対応ではむしろこれが最良であることも少なくない。例を挙げよう。  

㈱ 息子に会えるという期待：HaAe〉lくAayBMAeTbcI）IHa  

伽 他の都市に引っ越すという決心：PeLJJeHMenePeeXaTL）B月pyrO良ropoJI  

個 彼らを助けるという同意：COmaCl㈹nOMOl帖HM  

¢ゆ 彼らに危害を加えるという意図：HaMePeHl㈹BPeAl〝¶♭】卿M  

研 この誤りを直すという試み：nOnblTKaHC叩aBl什b叩0ⅠⅡH6Ky  

㈱ ぐうたらな生活をやめるという約束：06e叫a日日e6pocl什bⅢpa3月町旧  

）ⅨH3Hも  

¢g）音楽をやりたいという願い：Xer］aH14e3aMMaTL）C月My3bIKO鎮  

この間題の解決を急がねばならないという必要性：HeO6xo月日MOCTb  榊   

Crle山MTL）CPeⅢeHHeM3TOrOBOrIPOCa   

動詞不定形で表される動作の動作主を示すには、名詞にBaUなどの所有代名詞  

や名詞の生格をつけてその動作主を示す場合（BaueCOI7IaCIteI10MOtIhHM：  

あなたの彼らを助けるという同意）、あるいは動詞不定形とともに与格で動作主  

を示す場合（HeO6xoAMMOCTL）eMy CIleIIIHTも：彼が急ぐ必要性）などがある。  

7なお、多くの場合、動詞不定形と同様に動詞派生名詞が用いられる得るが、これらの名詞  
は動詞不定形と比べても動詞性がさらに失われ、日本語の「節」からさらに離れるために、  
ここでは扱わないことにする。  
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1．4 疑問文を伴う   

さらに、日本語と同じように、疑問文を直接つなげることにより、主名詞を  

説明する場合もある。  

剛 どの言語を学ぶかという疑問  BO叩OC，KaKOii兄3もⅠⅩH3ytI訂b  

鋤 彼が時間通りに来るかという質問  BOnPOC，npIl月eTJIMOIIBOBpeM兄  

鋤 なぜ人間の足は長いかという説明：06t，月CHeHl柁，  nO11eMy y  

刀Iq旦eI1月刀HHHbIe HOr拭8  

糾 どこに向かっているのかという不安：6ecnoKOiicTBO，叩aMbI瑚eM  

1．5 日霹間の不対応   

ここまでは日本語とロシア語の対応が分かりやすい例がはとんどだったが、  

しかし実際には対応しない例も多い。まず、ロシア語では主名詞の内容をqTO  

節で直接説明できない場合がある。例えば、日本語では「祖父が亡くなったと  

いう手紙を受け取った」という表現は可能だが、ロシア語ではnHCbMO（手紙）  

という名詞にqTO節を直接つなげ、その内容を示すことはできず、関係代名詞  

節などにより「と言われている／と書かれている」というような表現を補わな  

ければならない。そのような例をいくつか挙げよう：  

㈲ 祖父が亡くなったという手紙を受け取った  月口OJⅣW川口11CbMO，B  

KOTOPOM HanL4CaHO，LITOJIeEyuXayMep・  

鍋 彼の報告には決定が採択されたという箇所がある：B ero AOK几a月e eCTh  

∩汀Hn ■■凸′ヽT′ヽ P U■′ヽ▼′ヽ■ヽ′ヽ■■ r′ヽb′ヽ■ヽ■■‘■■′ヽ′▼ ■■▼■、■■〈－▼－′、，－▼－〈 ■－▼－‾－‾‾     …－－・－l・－＝－・－「－…・－・一〉r■＝〉′■I‾＝ヽ′rし］▲l′∫t▲1し11γnrlノ11U・  

e7）この事放で2人が亡くなったという記事に出くわした：MHeJlOIlaJIaCE，  

CTaTL｝月，BKOTOPO鏑roBOPHTC月，tlTOB3TO鎮aBapHHnOrH6J10几Bat7eJ10BeKa．  

8これは「なぜ人間の足は長いかということに対する説明」というように解釈され、「付随  
名詞修飾」と分類することもできる。ロシア語でも、06b月CHeHHeTOMy，nOtleMyyJlIqqe蕗  
月刀HHHl・leHO「lIとも表現される。  
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このように「書かれている」などの述語が欠落していると考えられる連帯修  

飾表現を益岡（2002：97）などでは「短絡的表現」と呼んでいるが、禍、㈱、飢  

の日本語の例も、ロシア語を通して見た場合、「短絡的表現」と捉えることも  

可能である。   

さらに、日本語とロシア語で対応しない一連の例がある。  

靭 犯罪者を土に埋めるという刑  ：HaKa3aH14e，nO KOTOPOMy 3aPI，IBa10T  

rIpeCTyIIHI化aB3eMJI氾  

拗 日本に発展途上国から研究者が招待されるという計画：叩Oe灯，nO  

KOTOPOMyB5IⅢOHHK）nPHTTIaIⅡaIOTC月HCCJIeJIOBaTeJIHH3Pa3BHBa10IqHXC兄  

CTpaH   

この2つの例は、日本語では「トイウ修飾」が可能であり、「内容補充修飾」  

と解釈することに何の問題もなさそうだが、ロシア語では内容を表すqTO節を  

直接主名詞につなげる表現方法は難しく、関係代名詞ⅨOTOpもⅠ羞を伴う「内の関  

係」によって表されるのが普通である。逆にこのロシア語を通して見た場合、  

日本語でも「内の関係」と捉えることも可能であることに気づく。㈱、鋤の日  

本語はそれぞれ  

叩 刑により（に基づいて）犯罪者を土に埋める  

射）計画により（に基づいて）日本に発展途上国から研究者が招待される  

などの格関係を想定することが可能である。なお、ここで「格関係」と呼んで  

いるのは、従来の多くの先行研究のように「格助詞」によって示されるものだ  

けではなく、複合助詞やその他を含めた表現により示されるものであり、日露  

対照言語学における「深層格」のレベルに基づくものである9。  

9詳しくは前稿（高橋2009）を参照のこと。  
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もうひとつ例を挙げよう。  

㈹ 紅衛兵が線路の上を歩いている写真  

という例は、寺村（1977b：25）では内容補充修飾であるとされ、それに対して  

益岡（2002：97）ではそれが否定され、「が写っている」が省略された「短絡的  

表現」であるとされる。ロシア語では¢oTO叩a¢朋（写真）にqTO節を直接主  

名詞につなげてその内容を表すことはできず、「が写っている」を補った胸の  

ような表現か、  

幽 ¢oTOrPa¢朋，HaKOTOPO由3aneLlaTJleHO，RaKH月yTXyHB3丘6HHhIr［O  

peJlもCaM  

あるいは「が写っている」を補わずに、初のようなただの普通の「内の関係」  

の表現  

幽¢oTOTPa¢HE，HaKOTOPOiaHRyTXyHB3羞6HHL川OPeJIhCaM  

で表されるのが普通である。この例をもとに考えると、逆に日本語例文もまた、  

主名詞と連体節の間に「写真（の中）で紅衛兵が線路の上を歩いている」のよ  

うな格関係を想定することも十分可能、つまり「短絡的表現」とも、普通の「内  

の関係」とも捉えられる10。  

ナ1ハ f二Jヰ  俳二血′Tヽノ色．ノ ′丁ヽmウお－7与IJ   「l一山．っヽ日日′ヂII†＿、l、＿′ 「lJ一口⊥三コlト＿L   
、－1レ「一ノlロヽヽ l′t－ノ1ヽ＞ノブ ヽ 〉ノりlノし しl⊂トヽ lr】＞ノl：六】lフド」 トー ノY● し 11tr∫リノ計り」l・－dヽつ  

て叙述文を作れることを判断基準としていたために、「内の関係」とみなされ  

なかったが、しかし前稿で主張したとおり、「内の関係」で想定される「格関  

10本稿では、寺村（1975－78）とは異なり、形式的に「内容補充修飾」を「トイウ修飾」や「ト  
ノ修飾」が可能である修飾に限定しているため、この例文に関しては「内容補充修飾」とは  
捉えない。なお、「内容補充修飾」と「内の関係」に関しては、加藤（2003）の3．2．2．3にも  
関連する議論がある。  
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係」においては、形式的には複合助詞やその他の表現によって表される「深層  

格」を想定すべきであり、その立場に立てば、「内容補充」の表現も「内の関  

係」とみなすことができるものも多く、特にロシア語では「内の関係」のはう  

が普通の場合すらあるのである。   

このように、内容補充修飾の間趨だけでも、日露間で必ずしも対応しない例  

が多いことが分かる。また、ロシア語を通すことによって、日本語の主名詞と  

連体節の間の関係に新たな可能性が見えてくることもある。以下、他の「外の  

関係」の考察を進めていこう。  

2．相対名詞修飾  

相対名詞修飾とは、例えば「東京に引っ越してくる前に」や「私たちが座っ  

た後ろの席にあの男がいた」のように、主名詞が相対的な時間や空間を表す名  

詞である場合である11。これらの名詞は、内容説明が当該の主名詞自身にでは  

なく、その名詞と相対的な関係にある名詞に向けられる点が特徴的である。例  

えば次の2文を比べよう。  

㈹ 私たちが座った後ろの席は日当たりがよく、眠くなった  

㈹ 私たちが座った後ろの席にあの男がいた   

㈹は連体節「私たちが座った」が「後ろの席」を直接修飾しており、「私た  

ちが後ろの席に座った」という叙述文が想定可能な「内の関係」であるが、そ  

れに対して㈹は「私たちが座った席の後ろの席」という意味であり、連体節が  

直接的に主名詞を修飾するわけではない。つまり、「相対名詞修飾」とは、基  

準となる時点や場所、位置をもつことによって、ある特定の時点や場所、位置  

11「相対名詞修飾」の範囲は研究者によってかなり異なる。本稿次節の「付随名詞修飾」を  
ここに含める立場もあれば、付随名詞修飾の一部をここに含める立場もあるが、本稿では「相  
対名詞修飾」をかなり狭く設定している。  
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を指し示し、その基準となる時間や空間を連体節が表すのである。   

この時間と空間に関する連体修飾表現は、全体として連用修飾節となること  

が多く、ロシア語でも慣用的に確立した表現となる場合が多いため、和文露訳  

という問題設定の中では、連用修飾表現の中で考えることにしよう。  

【時間】   

「…する前」、「…する後」およびそれに類似した表現は、ロシア語では全体  

として決まった表現となる場合が多い。  

㈹ 東京に引っ越してくる前  に：ⅢepeETeMKaK月ⅢePeXaJIBTbKHO  

㈹ 戦争が始まる30年前に：3a30JIeT月OTOrOKaRHatlaJIaChBO義Ha  

㈹ ウィルスに感染した3日後に：tlePe33AHEIlOCJIeTOrOKaK兄6hIJl  

HH¢H叫HPOBaH BHPyCOM  

榊 私が大学を出た翌年に：Ha CJIenyIOI叫通］叩斗 rIOCJIe TOrO KaK月  

0ⅩOHtIHJIyHItBePCHTeT  

61）試験を受けたあとで：rTOCJIeTOrOKaK月CAaBaJI3K3aMeH  

【空間】   

空間表現の場合も、全体として連用修飾節となる場合がはとんどだが、相対  

名詞修飾表現はロシア語では日本語ほど自由に表現され得ず、相対名詞（「場  

所」など）を適宜補いながら訳されるだろう12。  

サ⊥円＝ご「′－、⊥轟h・一ヽ  一一一一一一  

広功  一－÷一′労ノ．ミ由  すI、ヱ書♯J－′＿－L′婆鼻⊥さて寸書  一′－、   一 せ“岬 ／ヽ1‾′Jノ■コ＝ ノ しY‥dl只l－ヽ‾ノ＼丁／ノ，月巳つ しY●U勿〃l＞ノ供l－ノ ニ P叫Uルlし  

MeCTOM，rAeCTOHTyHHBePCHTeT  

掛 彼が立っている向かいに（＝彼が立っている場所の向かいに）：HaIlpOTHB  

12実際の翻訳の場面では、節で表現せずに、例えば6飢ま「大学の横に」（P瑚OMCyHItJlePClト  
TeTOM）、困は「植えられているさまざまな花の奥に」（3aPa3Hh7MHIlOCaXeHHhIMHLUeTaMH）  
などと表現されることが多いかもしれない。  
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MeCTa，rAeOHCTO11T  

64）私が住んでいた隣の部屋（＝私が住んでいた部屋の隣の部屋）：KOMHaTa，  

COCeJtHRRCTOl【，r71e；［XHJI  

個 さまざまな花が植えられている奥に（＝さまざまな花が植えられている  

場所の奥に）：3aMeCTOM，r7）erIOCaXeHuPa3HbIeIIBeTbI  

3．付随名詞修飾   

このタイプもまた連体節が主名詞の内容を直接説明するわけではないが、し  

かし主名詞と連体節の間に因果関係が認められるものである。寺村（1975－78）  

では「相対性」の中に含められており、実際多くの場合、相対名詞修飾の拡張  

と考えるのが妥当であろう。しかし、和文露訳に際しては第2節の相対名詞修  

飾とはかなり性格が異なることなどから、本稿では別に扱うことにし、「付随  

名詞修飾」という名称を採用する13。主名詞（N）と連体節の間の関係は多岐に  

わたるが、いくつかの代表的なパターンに分類される14。  

3．1事態により生じる感情や認識、感覚、モノ、事柄   

多くの場合、「…コトニヨルN」という言葉を補えるタイプであり、ロシア  

語ではまず〈原因〉を表すoTによって表されることが多いだろう。  

㈱ 静かに好きな本に読みふけられる（コトニヨル）喜び：p叫OCTbOT  

TOrO，tlTOMOIツCr10KOhoIlOIPy3HThC兄BqTeHHeJIN）6HMO益KHHrH15  

67）仕事が見つからない（コトニヨル）いらだち：Pa3JIpaXeHHe OT TOrO，  

LITO He HaXOJtJ4TC兄Pa60Ta  

68）大仕事を無事に終えた（コトニヨル）感慨：BOCTOPrOTTOrO，LITO  

13これは日本語記述文法研究会編（2008）で採用されている名称である。  
14本節の分類に関しては、日本語記述文法研究会編（2008）や益岡（2009）などを参照。  
15この例文は日本語でも「トイウ修飾」が可能であり、内容補充修飾とも考えられるが、ロ  
シア語でもpa月OCTb，qTO…という表現も可能である。  
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ycⅢeIⅢHOCOBepⅢHJI60JIhⅢyIOPa60Ty  

69 十数時間歩き続けた（コトニヨル）疲労：yCTaJIOCTbOTTOrO，tlTO兄  

nPOJtOJIXaJIXOJIHThEeC兄ThCJIHⅢHIすMtIaCOB   

はかに、特に「結果」の意味を含む語が主名詞の場合には、TOrO，qTO…のよ  

うに直接主名詞に生格でかかる例が多い（日本語でももし言葉を補うとすれば  

「コトニヨル」よりも「コトノ」であろう）。  

蜘 我々が古文書を詳細に調査した（コトノ）結果：Pe3yJIhTaT TOrO，  

LITO MI，ITIltaTeJILHOHCCJIeAOBaJIHaPXHBHhIeEOKyMeHTI〉I  

61）タオルで何かを拭いた（コトノ）跡：CJIe恥ITOrO，LITOⅢOJIOTeHlleM  

tlTO－TO BhITItPaJIH  

また、日本語とロシア語で一致しない注意すべき例もある。  

租 ドストエフスキーの小説を読んだ感想   

日本語では「ドストエフスキーの小説を読んだ」という事態から「感想」が  

生じる、という論理構成になるが、しかしロシア語では、「ドストエフスキー  

の小説を読んだ」という事態そのものから感想が生じると捉えるのではなく、  

あくまで読む対象つまり「ドストエフスキーの小説」から「感想」が生じると  

捉えるため、  

個 BrIetIaTJIeHHeOTrIPOtIHTaHHOrOPOMaHaJlocTOeBCKOrO  

とするか、あるいは複文ならば、「読んだ後の感想」と考え、  

糾 BmetlaTJIeHHenOCJleTOrO，KaK兄nPOtⅢTaJIPOMaH月OCTOeBCKOrO  
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とすべきである。同様に、  

輯 魚を焼く煙  

㈱ 魚を焼く匂い  

仰）水がしたたる音  

㈱ 足を骨折した痛み  

などは、それぞれロシア語では「焼かれる魚の煙／匂い」、「したたる水の音」、  

「骨折した足の痛み」などのように、対象そのものから現象が生じると捉える  

表現の方が普通であり、例えば次のようなロシア語となる16：  

佑9JtI，IMOTXaP兄Iqefic兄PhI6もl  

（70 3anaXXaP刃Ille益c3IPhI6hI  

仰 3ByKKaIlaIO叫e孟B叩．bI  

U2）60JIhBCJ10MaHHO羞HOre   

なお、主名詞「匂い」や「音」に関しては、実際には「…匂いがする」「…音  

がする」「…音が聞こえる」という文脈で使われることが多く、その場合口シア  

語では、このように「N＋節」の形式ではなく、rIaXHyTh，KaK．．．（・・・匂いがす  

る）、CJIuⅢaTbC兄，KaX．．．（…音が聞こえる）などと表現されるだろう。  

3．2 事態に応じて与えられるモノを表す名詞   

これは「～コトニ対スルN」と解釈できるものであり、一つのパターンとし  

て存在する。ロシア語ではいくつかの前置詞を伴うが、次のような例が代表的  

16動作を表す動詞派生名詞を用いたJIblMOT）KaPKHPt）I6bI／3anaX（oT）xapKHPE，16t，Ⅰ（3arIaX  
ⅢPHつⅨaPKePhI6hI）／3ByJ（OTKanaH朋BO月hI／60J］bOTIlePenOMaHOrHもそれぞれ可能では  
ある。また、例えば「鼻が詰まっていることによる頭痛」（ro几OBHa月60JIbOTTOrO，qTO  
3a∬0）KeHHOC）のように、痛みの場所とその原因が別々のものであるときには、複文の構文  
はまったく自然である。  
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であろう。  

㈹ いたずらをした（コトニ対スル）  罰：HaKa3aHHe3aTO，LITOrIPOKa3HHtl  

榊）手伝ってくださった（コトニ対スル）お礼  6JlarOJIaPIlOCTh3aTO，LITO  

ⅢOMOnルIHaM   

3．3 事態の実現や成立のための要件や手だてを表す名詞   

これは「～タメノN」と解釈できるパターンであり、ロシア語では多くの場  

合、NⅣⅠ月TOrO，qTO6もⅠ…が対応する。  

㈹ 海外旅行に出かける（ノタメノ）準備：Ⅲ0即OTOBⅨa An只TOrO，  

LITO6b10TrIPaBHThC兄B3arPaHHtIHOenyTellIeCTBHe  

㈹ 売り上げを伸ばす（ノダメノ）努力：yCHJMEAnSITOrO，LITO6bl  

yBeJIHtlHThO6一＞eMⅢpOJta）K  

m 電車がバスに衝突しない（ノタメノ）仕組み：MeXaHH3MJVl只TOrO，  

LITO6blnOe3JtHeCTaJIKHBanC兄CaBTO6ycoM17  

3．4 事態の実現や成立を妨げるモノを表す名詞   

これは「～コトニトソテノN」と解釈できるパターンであり、ロシア語では  

多くの場合、N月朋TOrO，qTO6bI…が対応する。  

㈹ 田中が首位をとる（コトニトッテノ）邪魔：nOMeXaAn只TOrO，  

ll▼′ヽ‘く■－■T．、，，（，．（ 【【，，【＿＿〈＿＿＿＿ ‥＿＿＿一  
‥－－－－ ▲ull“▲、“J“rlノU▲11しγ♪UC mCしIU  

㈹ 歩行者が通行する（コトニノッテノ）妨げ  rIOMeXaAn月TOrO，  

LITO6bJrleI山eXqEtもInPOXOAHJIH   

17これは「（この）仕組みにより（おかげで）電車がバスと衝突しない」という「内の関係」  
とも解釈可能であり、MeXaHlt3M，nOKOTOPOMy（6JIarOEaP月KOTOPOMy）rIOe3JI＝e  
CTaJIKHBaeTC月CaBTO6ycoMなどと表現可能である。  
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3．5 事態が備えているものを主名詞とする場合   

これは事態が備えているものを表す名詞が主名詞であり、連体節が主名詞の  

表すものが備わっている事態を述べる場合である。多くの場合「～コトノN」  

と解釈でき、ロシア語では、NTOrO，qTO… が対応することが多い。  

餅》 多くの時間と金を割いた（コトノ）意味：3HatleHHeTOrO，LITO兄  

yneJMJIMHOrO BPeMeHHt4JteHer  

＠l）ここでチケットを買う（コトノ）利点：ⅢPeHMyllleCTBOTOrO，  

LITO3ReChrIOKyIlaeM6HJIeThI  

㈹ 山本が犯人である（コトノ）証拠：yJMKHTOrO，tlTOBHHOBeH5IMaMOTO  

幽 大地震が起こる（コトノ）前兆：rIPH3HaK TOrO，LITO rIPOH30軸eT  

60JlhInOe3eMJIeTP兄CeHHe  

4．「ヨウナ修飾表現」   

前稿で連体修飾表現を「基本型修飾表現」、「トイウ修飾表現」、「トノ修飾表  

現」、「ヨウナ修飾表現」に分類し、これまではじめめ3つに関して見てきた。  

さいごに、「ヨウナ修飾表現」に触れておこう。このタイプは「内の関係」、「外  

の関係」すべてに関わるものであり、主名詞について例示を示したり、あるい  

は特定の属性を取り出して表現したりするものである。ロシア語では、もっぱ  

らTaI（0克という語が主名詞に伴ってこの意味を付与する18。   

ここで特に取り上げるべきは、TaXO放と相関的なtITO節やtITO6bI節を伴う構  

文であろうけaKOiiN，tITO（tlTO6もⅠ）…）。これはロシア語では主名詞（N）の程度や  

属性を強調する構文であり、連体節と主名詞の間に格関係が成立しない「外の  

関係」をなす。  

18ここでは「ヨウナ修飾表現」に対応するものとしてこのTaKO羨を取り上げているが、こ  
れは実際には必ずしも「ヨウナ」と訳されるとは限らず、場合によっては「ホドノ」やその  
他の日本語に対応する。  
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糾 何も見えないような霧：TaKOiaTyMaH，LITOHHtlerOHeJiHJtHO  

鵬）手がかじかむような寒さ  ：TaKO由xoJIOJt，LITOpyKHKOtIeHeIOT  

㈱ 私は何もはっきりしたことは言えないような状況にある：月 B TaKOM  

r10JIO）KeHItH，LITOHeMOryCKa3aThHHqerOO口peJIeJleHHOrO・  

即 辞書なしで簡単に読めるような本が私には必要だ：MHe Hy）KHa TaKa只  

KHHra，LITO6bleeMOXHO6もIJIOJlerKOtIHTaTb6e3CJ10BaP乱   

しかし、はぼ同様の文は関係代名詞を使った「内の関係」の構文でも表すこ  

とができる。例えば、糾は「霧の中で何も見えない」や「霧のせいで何も見え  

ない」という叙述文が想定可能であり、ロシア語で  

㈱ TaXO鎮TyMaH，BKOTOPOMH14tlerOHeB叫1HO  

6g）TaKO紘TyMaH，L43・3aKOTOPOrOHHtlerOHeB叫IHO  

などと表現することも可能であろう。   

この朗、㈱、㈱）の3つの文を比べた場合、糾では主名詞と連体節の間に格関  

係はなく、単に主名詞がどのようなものであるかという特徴を述べているにす  

ぎないが、㈱や脚（特に（細）では主名詞と連体節間の関係が明示されており、  

糾よりも意味が明確化されている。このように、ロシア語のTaXO益N，qTO  

（t．TO6hI）・・・の構文は、主名詞（N）とtlTO（tITO6hI）節の間に格関係がなく、単に  

内容を説明しているだけという点で、日本語の連体節と極めて近い性質を持っ  

ていることがわかる。これは、「ヨウナ修飾表現」だけに関わらず、連体修飾  

玉手R∠ゝ且凸l†R月山え巨舅旦占り勺．ナ．「とい  AイえJr仁ナ12日日日石／（励‾ロローLざ√′可有dJ サ と 一′、ソ】＿⊥＿′1〈い＿lノ｝′lノ Q′l－一ハヱユ ゝ しノし1ノ ノヽ ／lクししご てノ′d、■qJIHJ他＞ノ董E．ヒヒ／J→り乙－ちぐ しのてノノ0  
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さいごに   

前稿と本稿で、日本語の連体修飾表現のロシア語訳の問題を扱ってきた。連  

体修飾表現に関する日本語の大きな特徴は、主名詞と連体節が並置されるだけ  

で両者の間の関係が形式上まったく明示されないということである。それに対  

して、ロシア語では主名詞と修飾節が並置されるだけということは、疑問詞節  

などの場合をを除いて、基本的にあり得なく、必ず何らかの関係性が格や接続  

詞などによって明示される。従って和文露訳においては、日本語の主名詞と連  

体節の間の関係をまずしっかり捉えるということが絶対的に必要となる。   

その前提のもとに、寺村（1975－78）以来進んできた日本語学における連体節  

研究の知見を援用しながら、主名詞と連体節の関係を「内の関係」、「外の関係」  

に分類し、さらに「外の関係」については「内容補充修飾」、「相対名詞修飾」、  

「付随名詞修飾」に下位区分し、個々に例を挙げながら、ロシア語訳の可能性  

を探った。   

考察の過程で、日本語とロシア語で主名詞と連体節の関係の分類が一致しな  

い例があったり、同一の例文が様々に解釈可能であるという例も多く見られた  

が、それは当然のことである。日本語で主名詞と連体節の間の関係が明示され  

ないということは、そもそも本質的に関係性が未分化であいまいなのであり、  

単に多くの場合、何らかの関係が想定できる、というにすぎないからである。  

前稿でも述べたとおり、近年の日本語学では「内の関係」や「外の関係」の分  

類から離れて、語用論的な分析の方に重点が置かれることが多いが、このよう  

な理由でそれもある意味自然な流れであろう。しかし「和文露訳」ないし「日  

露対照言語学」という本稿の枠組みにおいては、従来の研究の方向性は決して  

無駄ではなく、むしろ露訳にあたって有効な視点を提供してくれることはこれ  

まで見てきたとおりである。   

和文露訳にあたっては、主名詞と連体節の関係が何かを確定すること自体は  

本質的なことではなく、まずは様々な可能性を考え、さらにロシア語における   
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個々の名詞や動詞の語法と照らし合わせながら、どのような表現が可能である  

かを確定する作業が必要であろう。   

本稿で扱い得たのは基本的なタイプのものであり、しかもそれぞれについて  

網羅的に単語や表現を挙げられたわけではない。また、本稿では一部の例外を  

除き「主名詞＋連体節」の部分だけを取り上げ、ロシア語でも同様の形態のみ  

を取り上げたが、実際には日本語の「主名詞＋連体節」がさらに大きな文脈の  

中でまったく別の構造を持つロシア語に対応することもよくあることである。  

このように論じ残している点も多いが、ロシア語学習者にとって困難である連  

体修飾表現の露訳の可能性を考えるための一つの視点は少なくとも示せている  

はずである。今後、前稿で扱った日露対照言語学における「深層格」の問題も  

含めて、さらなる研究の進展が望まれる。  
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